
前
ぜん

回
かい

の「～ている・～ていた（１）」では「～ている」のいろ

いろな意
い

味
み

用
よう

法
ほう

について見
み

てきました。今
こん

回
かい

は「～ていた」につ

いて考
かんが

えます。

次
つぎ

のような「～ていた」を用
もち

いた文
ぶん

はどんな時
とき

に使
つか

われるで

しょうか。

(1) 子
こ

どもはテレビを見
み

ていた。

(2) 車
くるま

が止
と

まっていた。

皆
みな

さんの頭
あたま

の中
なか

に浮
う

かんでくるのは、次
つぎ

のように、過
か

去
こ

のある

時
じ

点
てん

の「その時
とき

（は）／そのころ（は）／その時
じ

点
てん

で（は）」＋「～

ていた」ではないでしょうか。

(1)’ 私
わたし

が帰
き

宅
たく

した時
とき

、子
こ

どもはテレビを見
み

ていた。

(2)’ 夕
ゆう

方
がた

５時
じ

ごろ、ここに車
くるま

が止
と

まっていた。

では、まず、「～ていた」がよく使
し

用
よう

される用
よう

法
ほう

について見
み

てい

きましょう。ここでは、(1)の「動
どう

作
さ

の進
しん

行
こう

・継
けい

続
ぞく

」、(2)の「結
けっ

果
か

の状
じょう

態
たい

」、および、｢反
はん

事
じ

実
じつ

過
か

去
こ

｣ を取
と

り上
あ

げます。

１．「動
どう
作
さ
の進

しん
行
こう
・継

けい
続
ぞく
」の「～ていた」の場

ば
合
あい

(3) 地
じ

震
しん

があった時
とき

、私
わたし

は庭
にわ

の掃
そう

除
じ

をしていた。

(4) Ａ：きのうの午
ご

後
ご

２時
じ

ごろは何
なに

をしていたの？

Ｂ：部
へ

屋
や

で手
て

紙
がみ

を書
か

いていたよ。

話
はな

し手
て

（ ）の注
ちゅう

意
い

は過
か

去
こ

のある時
じ

点
てん

に置
お

かれ、その時
じ

点
てん

では

すでに、「庭
にわ

を掃
そう

除
じ

する」「手
て

紙
がみ

を書
か

く」という行
こう

為
い

が開
かい

始
し

され、

その時
じ

点
てん

まで続
つづ

いていたことを表
あらわ

します。つまり、「動
どう

作
さ

の進
しん

行
こう

・継
けい

続
ぞく

」の「～ていた」は、過
か

去
こ

のある時
じ

点
てん

で物
もの

事
ごと

が一
いっ

定
てい

時
じ

間
かん

続
つづ

いていたことを表
あらわ

します。

２．「動
どう
作
さ
・動

うご
きの結

けっ
果
か
の状

じょう
態
たい
」の「～ていた」

(5) うちへ帰
かえ

った時
とき

、愛
あい

犬
けん

のフクはもう死
し

んでいた。

(6) 警
け い

察
さ つ

官
か ん

：いつ白
しろ

い車
くるま

を見
み

かけましたか。

近
きん

所
じょ

の人
ひと

：昼
ひる

ごろにはなかったけど、夕
ゆう

方
がた

４時
じ

ごろにはここ

に止
と

まっていました。

１と同
どう

様
よう

、話
はな

し手
て

の注
ちゅう

意
い

は過
か

去
こ

のある時
じ

点
てん

に置
お

かれ、その時
とき

に

はすでに愛
あい

犬
けん

は死
し

んだ状
じょう

態
たい

、車
くるま

は止
と

まった状
じょう

態
たい

であったことを表
あらわ

しています。つまり、「動
どう

作
さ

・動
うご

きの結
けっ

果
か

の状
じょう

態
たい

」を表
あらわ

す「～て

いた」は、過
か

去
こ

のある時
じ

点
てん

で事
じ

態
たい

はすでに終
お

わっていて、その結
けっ

果
か

の状
じょう

態
たい

が残
のこ

っていることを表
あらわ

します。

以
い

上
じょう

の１、２については、次
つぎ

の (7) の「反
はん

復
ぷく

」や、(8) の「記
き

録
ろく

・経
けい

歴
れき

」を表
あらわ

す「～ていた」などにも同
おな

じことが言
い

え、「過
か

去
こ

のある時
じ

点
てん

で、すでに反
はん

復
ぷく

や記
き

録
ろく

・経
けい

歴
れき

が行
おこな

われていた」ことを

表
あらわ

します。

(7) この川
かわ

はしばしば氾
はん

濫
らん

を起
お

こしていた。

(8) マラソンがブームになるころには、彼
かれ

はもう何
なん

回
かい

か大
たい

会
かい

に

出
しゅつ

場
じょう

していた。

３．反
はん
事
じ
実
じつ
過
か
去
こ
（～ていれば／ていたら、～）

(9) もう少
すこ

し早
はや

く出
しゅっ

発
ぱつ

していれば、電
でん

車
しゃ

に（乗
の

れた／乗
の

れていた）

だろう。

(10) もっと前
まえ

に禁
きん

煙
えん

していたら、ここまで病
びょう

気
き

は（悪
わる

くならな

かった／悪
わる

くなっていなかった）だろう。

反
はん

事
じ

実
じつ

過
か

去
こ

というのは、実
じっ

際
さい

には起
お

こっていないことに対
たい

し

て、「その時
とき

、別
べつ

のことをしていたら、状
じょう

況
きょう

が変
か

わっただろう」

と仮
かり

の状
じょう

況
きょう

を描
えが

くものです。仮
か

定
てい

のことを述
の

べるので、「～ば」

や「～たら」が使
つか

われます。その時
じ

点
てん

で「早
はや

く出
しゅっ

発
ぱつ

しなかった」

「前
まえ

に禁
きん

煙
えん

しなかった」わけですから、もっと前
まえ

に「やっておけば

よかった」という「過
か

去
こ

の前
まえ

（過
か

去
こ

の過
か

去
こ

）のことを想
そう

定
てい

する」

意
い

味
み

で、「～ていた」が現
あらわ

れやすくなります。

「～ていた」の付
つ

け方
かた

としては、従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

（条
じょう

件
けん

節
せつ

）のほうに「～

ていれば」「～ていたら」を付
つ

け、主
しゅ

節
せつ

のほうは、「～ていた」が

あってもなくてもそれほど違
ちが

いはありません。

以
い

上
じょう

、「～ていた」がよく使
つか

われる場
ば

合
あい

について見
み

てきました

が、「～ていた」には次
つぎ

のように「視
し

点
てん

」に関
かん

係
けい

する使
つか

われ方
かた

があ

ります。

４．視
し
点
てん
（話

はな
し手

て
の注

ちゅう
視
し
点
てん
）に関

かか
わる「～ていた」

１）「～た」と「～ていた」

次
つぎ

の２文
ぶん

を見
み

てください。２文
ぶん

はどのように違
ちが

うでしょうか。

(11) ａ．そのころ、僕
ぼく

たちはよく並
なら

んで夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

を歩
ある

いた。

ｂ．そのころ、僕
ぼく

たちはよく並
なら

んで夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

を歩
ある

いて

いた。

地
じ
震
しん
があった

午
ご
後
ご
２時

じ
ごろ

庭
にわ
を掃

そう
除
じ
していた

手
て
紙
がみ
を書

か
いていた

開
かい
始
し

夕
ゆう
方
がた
４時

じ
ごろ

うちへ帰
かえ
った

愛
あい
犬
けん
が死

し
んでいた

車
くるま
が止

と
まっていた

死
し
んだ

止
と
まった

1

文
ぶん
法

ぽう
を楽

たの
しく‼ 「～ている・

  ～ていた」（2）
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ

（日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

  2014 年 3 月

次
つぎ

の会
かい

話
わ

を見
み

てください。次
つぎ

の会
かい

話
わ

でＢは、「来
き

ました」とも

「来
き

ていました」とも答
こた

えることができます。

(12) Ａ：田
た

中
なか

さん、きのうのパーティに来
き

た ?

Ｂ：ａ．ええ、来
き

ましたよ。

ｂ．ええ、来
き

ていましたよ。

「来
き

ました」は単
たん

に来
き

たか否
いな

かについて述
の

べていますが、「来
き

て

いました」は、話
はな

し手
て

が田
た

中
なか

さんが来
き

たことを見
み

て、言
い

い換
か

えれ

ば「来
き

たこと」を「感
かん

知
ち

し、認
にん

識
しき

して」述
の

べています。

藤
ふじ

城
しろ

 (1996)は、「していた」が「感
かん

知
ち

の視
し

点
てん

」を表
あらわ

す場
ば

合
あい

とし

て、次
つぎ

の二
ふた

つを挙
あ

げています。

①文
ぶん

脈
みゃく

から､ 話
わ

者
しゃ

や登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の視
し

野
や

に変
へん

化
か

があった、または、

新
あたら

しい視
し

野
や

が広
ひろ

がったとき。

②話
わ

者
しゃ

が、ある出
で

来
き

事
ごと

を、（外
そと

から）感
かん

知
ち

したものとして提
てい

示
じ

し、そうすることによって、その出
で

来
き

事
ごと

と、話
わ

者
しゃ

または登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

との接
せっ

点
てん

のあり方
かた

を表
あらわ

そうとする場
ば

合
あい

。

(11)’ｂは①の場
ば

合
あい

に当
あ

てはまると考
かんが

えられます。公
こう

園
えん

を歩
ある

いて

いて、２
ふ た り

人の男
おとこ

に気
き

がついたというような視
し

野
や

の変
へん

化
か

、広
ひろ

がりを

表
あらわ

しています。

２）「（～と）言
い
っていた」について

では、次
つぎ

に、伝
でん

言
ごん

の時
とき

などに用
もち

いる「（～と）言
い

っていた」に

ついて考
かんが

えてみましょう。

あなたは今
いま

から知
ち

人
じん

のＤさんに会
あ

いに行
い

きます。出
で

かける時
とき

、

同
どう

僚
りょう

のＣさんから「Ｄさんによろしくね」と言
い

われました。では、

Ｄさんに会
あ

った時
とき

、あなたは次
つぎ

のどちらを言
い

うでしょうか。

(13) あなた：ａ．Ｃさんがよろしくと言
い

いました。

ｂ．Ｃさんがよろしくと言
い

っていました。

適
てき

切
せつ

なのはｂですね。ａの「言
い

いました」は、Ｃさんが言
い

った

か言
い

わなかったかという事
じ

実
じつ

を問
もん

題
だい

にしていますが、ｂ「言
い

って

いました」は、（あなたが）Ｃさんの言
い

ったことを伝
でん

言
ごん

としてＤさ

んに届
とど

かせようとしています。「言
い

っていました」を用
もち

いること

で、「よろしく」という内
ない

容
よう

を相
あい

手
て

に伝
つた

えていると考
かんが

えられます。

これは、話
はな

し手
て

であるあなたが、登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

のＣさんとＤさんと

の接
せっ

点
てん

を示
しめ

そうとする藤
ふじ

城
しろ

 (1996)の、「感
かん

知
ち

の視
し

点
てん

」の②の場
ば

合
あい

だと考
かんが

えられます。

注
ちゅう

1：視
し

点
てん

には視
し

線
せん

の出
しゅっ

発
ぱつ

点
てん

を意
い

味
み

する場
ば

合
あい

と、到
とう

達
たつ

点
てん

（注
ちゅう

視
し

点
てん

）を意
い

味
み

する場
ば

合
あい

があるが、ここでは後
こう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

を中
ちゅう

心
しん

に、話
はな

し手
て

が何
なに

に 注
ちゅう

目
もく

し、どうとらえ、そして、どう伝
つた

えるかという点
てん

から考
かんが

える。

2：藤
ふじ

城
しろ

浩
ひろ

子
こ

(1996)「シテイタのもうひとつの機
き

能
のう

―感
かん

知
ち

の視
し

点
てん

を表
あらわ

す

シテイタ―」『日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

』88号
ごう
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(11)で、ａは「歩
ある

いた」、ｂは「歩
ある

いていた」を使
つか

っていますが、

ａｂとも「僕
ぼく

たちが並
なら

んで夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

を歩
ある

いた」ことを表
あらわ

して

います。両
りょう

者
しゃ

には意
い

味
み

的
てき

にどのような違
ちが

いがあるのでしょうか。

次
つぎ

の問
もん

題
だい

を通
とお

して違
ちが

いを考
かんが

えてみてください。

【問
もん

題
だい

】（11）のａｂの後
うし

ろに続
つづ

くのにふさわしい文
ぶん

は、それぞ

れ i、ii のどちらでしょうか。

 i . 夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

は静
しず

かで、散
さん

歩
ぽ

する人
ひと

もまばらだった。

ii . ある時
とき

、向
む

こうから２
ふ た り

人の男
おとこ

がうつむいた状
じょう

態
たい

で歩
ある

いてきた。

いかがでしょう。次
つぎ

のようにａ－i、ｂ－iiとした方
かた

が多
おお

かった

のではないでしょうか。

(11)’ ａ．そのころ、僕
ぼく

たちはよく並
なら

んで夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

を歩
ある

いた。

夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

は静
しず

かで、散
さん

歩
ぽ

する人
ひと

もまばらだった。

ｂ．そのころ、僕
ぼく

たちはよく並
なら

んで夕
ゆう

暮
ぐ

れの公
こう

園
えん

を歩
ある

いて

いた。ある時
とき

、向
む

こうから２
ふ た り

人の男
おとこ

がうつむいた状
じょう

態
たい

で歩
ある

いてきた。

 (11)’ａは自
じ

分
ぶん

たちが公
こう

園
えん

を散
さん

歩
ぽ

する行
こう

為
い

について述
の

べていま

すが、話
はな

し手
て

の視
し

線
せん

は、公
こう

園
えん

の全
ぜん

体
たい

的
てき

な情
じょう

景
けい

の描
びょう

写
しゃ

に置
お

かれてい

ます。単
たん

に過
か

去
こ

の事
じ

実
じつ

として全
ぜん

体
たい

を描
びょう

写
しゃ

しています。一
いっ

方
ぽう

、ｂは

「公
こう

園
えん

を歩
ある

いていた。ある時
とき

／その時
とき

・・・」というように、公
こう

園
えん

を歩
ある

いていた状
じょう

況
きょう

に視
し

点
てん

を置
お

いて、その時
とき

何
なに

が起
お

こったのか、ど

うなったのかと具
ぐ

体
たい

的
てき

なできごとの描
びょう

写
しゃ

に移
うつ

っています。前
ぜん

者
しゃ

で

は話
はな

し手
て

が俯
ふ

瞰
かん

的
てき

に物
もの

事
ごと

をとらえて述
の

べているのに対
たい

し、後
こう

者
しゃ

は

視
し

点
てん

をもっと近
ちか

づけて、一
ひと

つの事
こと

柄
がら

にスポットを当
あ

てている感
かん

じ

があります。

藤
ふじ

城
しろ

 (1996)2は、「～ていた」には「出
で

来
き

事
ごと

を感
かん

知
ち

したときの観
かん

察
さつ

者
しゃ

の視
し

点
てん

を浮
う

かび上
あ

がらせる機
き

能
のう

がある」と述
の

べ、それを「感
かん

知
ち

の視
し

点
てん

」と呼
よ

んでいます。

公
こう
園
えん
を歩

ある
いた

公
こう
園
えん
を歩

ある
いていた

そのころ

(11)’ａ (11)’ｂ


